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異例の３月議会定例会
会期日程の短縮、一般質問と傍聴の中止

新型コロナウイルス感染症対策

●相談窓口	 有 明 保 健 所　ＴＥＬ０９６８−７２−２１８４
	 和水町健康福祉課　ＴＥＬ０９６８−８６−５７２４

町長提出議案一覧採 決 結 果
議案番号 区　分 議　　　　案　　　　名 審議採決の結果

議案第４号 条例 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う
関係条例の整備に関する条例について 原案可決

議案第５号 条例 地方自治法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備
に関する条例について 〃

議案第６号 条例 和水町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について 〃

議案第７号 条例 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う
関係条例の整備に関する条例の一部を改正する条例について 〃

議案第８号 条例 和水町ふるさと応援寄附金基金条例の制定について 〃
議案第９号 条例 和水町手数料条例の一部改正について 〃

議案第10号 条例 和水町放課後児童クラブ施設の設置及び管理に関する条例の制定
について 〃

議案第11号 条例 和水町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について 〃
議案第12号 条例 和水町簡易水道条例の一部改正について 〃

議案第13号 条例 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う
関係条例の整備に関する条例の一部を改正する条例について 〃

議案第14号 条例 和水町学校給食共同調理場設置条例の一部改正について 〃

議案第15号 条例 和水町デイサービスセンター設置及び管理に関する条例の一部改
正について 〃

議案第16号 補正予算 令和元年度　和水町一般会計補正予算（第7号） 〃
議案第17号 補正予算 令和元年度　和水町国民健康保険事業会計補正予算（第3号） 〃
議案第18号 補正予算 令和元年度　和水町介護保険事業会計補正予算（第4号） 〃
議案第19号 補正予算 令和元年度　和水町特別養護老人ホーム事業会計補正予算（第4号） 〃
議案第20号 補正予算 令和元年度　和水町簡易水道事業会計補正予算（第3号） 〃
議案第21号 補正予算 令和元年度　和水町下水道事業会計補正予算（第3号） 〃

議案第22号 補正予算 令和元年度　和水町特定地域生活排水処理事業会計補正予算（第
2号） 〃

議案第23号 補正予算 令和元年度　和水町病院事業会計補正予算（第3号） 〃
議案第24号 当初予算 令和２年度　和水町一般会計予算 〃
議案第25号 当初予算 令和２年度　和水町国民健康保険事業会計予算 〃
議案第26号 当初予算 令和２年度　和水町介護保険事業会計予算 〃
議案第27号 当初予算 令和２年度　和水町特別養護老人ホーム事業会計予算 〃
議案第28号 当初予算 令和２年度　和水町住宅用地造成事業会計予算 〃
議案第29号 当初予算 令和２年度　和水町簡易水道事業会計予算 〃
議案第30号 当初予算 令和２年度　和水町下水道事業会計予算 〃
議案第31号 当初予算 令和２年度　和水町特定地域生活排水処理事業会計予算 〃
議案第32号 当初予算 令和２年度　和水町春富財産区特別会計予算 〃
議案第33号 当初予算 令和２年度　和水町後期高齢者医療事業会計予算 〃
議案第34号 当初予算 令和２年度　和水町病院事業会計予算 〃
議案第35号 その他 南関町・和水町火葬事務の受託について 〃

条 例： 12件
予 算： 19件
そ の 他： 1件

計 32件

３ 月 議 会 議 案 審 議

議案番号 区　分 議　　　　案　　　　名 審議採決の結果

発議第１号 その他 和水町総合グラウンド及びその周辺整備事業検討特別委員会の期
間を変更する決議について 原案決定

常任委員の選任について 〃
閉会中の継続調査について（各委員会） 〃
議員派遣について 〃

議員提出議案一覧

陳 情 等 の 審 査 結 果
受付番号 受付年月日 件　　　　　　　名 審査結果 付託委員会

458 令和2年3月6日 新型コロナウイルス感染症への対応に関する緊急要望 採択 和水町商工会会長
東　隆文

新型コロナウイルスの感染拡大の防止を優先した ３月議会定例会

インフルエンザ予防等と同様の感染対策が重要です

　

中
華
人
民
共
和
国
の
武
漢
市
を
発
生
源
と
す
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
感
染
拡
大
に
よ
り
、
和
水

町
議
会
３
月
定
例
会
は
、
異
例
の
議
会
運
営
と
な
っ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
の
た
め
に
、
複
数

の
自
治
体
で
議
会
傍
聴
と
一
般
質
問
を
中
止
し
た
と
報

道
さ
れ
、
ま
た
、
４
日（
水
）に
は
有
明
保
健
所
管
内
で
感

染
者
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
町
は
対
策
本
部
会

議
を
開
催
し
て
公
共
施
設
の
利
用
休
止
が
決
定
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
報
道
と
町
の
対
応
を
受
け
て
、
本
町
議
会
で

は
、
３
日（
火
）と
５
日（
木
）の
２
回
、
議
会
運
営
委
員
会

を
開
催
し
て
対
応
を
協
議
し
た
。

　

そ
の
結
果
、「
議
会
傍
聴
の
中
止
」、「
一
般
質
問
の
中

止
」、「
マ
ス
ク
着
用
」
を
決
定
し
た
。

　

特
に
議
会
傍
聴
の
中
止
で
は
、
町
民
の
皆
様
に
は
、
ま

ち
づ
く
り
へ
の
参
加
の
機
会
を
奪
わ
れ
ご
不
満
も
あ
る

こ
と
だ
ろ
う
が
、
何
卒
ご
理
解
を
お
願
い
し
た
い
。

　

ま
た
、
当
初
は
定
例
会
の
会
期
を
９
日（
月
）か
ら
16
日

（
月
）ま
で
の
８
日
間
と
し
て
い
た
が
、
町
執
行
部
に
は
感

染
拡
大
の
防
止
に
注
力
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
会
期
を
９

日（
月
）と
10
日（
火
）の
２
日
間
と
し
た
。

　

非
常
に
短
い
日
程
で
の
議
案
審
議
と
な
っ
た
が
、
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
精
一
杯
の
審
議
と
議
論
が
交
わ
さ
れ
、

条
例
12
件
、
当
初
予
算
11
件
、
補
正
予
算
８
件
、
そ
の
他

１
件
の
議
案
を
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

議
会
運
営
委
員
長　

髙
木
　
洋
一
郎

★「手洗い」、「マスク着用を含む咳エチケット」

★「３密」を避けましょう。
①換気の悪い密閉空間

②多数が集まる密集場所

③間近で会話・発声する密接場面 厚労省　コロナ 検 索
扌
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令和２年度 当初予算

会 計 名
当 初 予 算 額

増 減 額
令和2年度 令和元年度

一般会計 73億1,527万4千円 67億1,490万8千円 6億36万6千円

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国民健康保険事業会計 13億8,375万2千円 14億318万1千円 △1,942万9千円
介護保険事業会計 14億7,841万8千円 14億9,379万3千円 △1,537万5千円
特別養護老人ホーム事業会計 4億9,677万7千円 4億9,313万5千円 364万2千円
住宅用地造成事業会計 1億6,650万8千円 0円 1億6,650万8千円
簡易水道事業会計 7,517万8千円 6,451万5千円 1,066万3千円
下水道事業会計 7,565万6千円 6,278万6千円 1,287万円
特定地域生活排水事業会計 1億963万2千円 1億1,341万6千円 △378万4千円
春富財産区特別会計 20万8千円 28万6千円 △7万8千円
後期高齢者医療事業会計 1億7,925万8千円 1億5,719万2千円 2,206万6千円
病院事業会計 9億1,225万1千円 8億7,543万円 3,682万1千円

小　計 48億7,763万8千円 46億6,373万4千円 1億9,598万8千円
合　　計 121億9,291万2千円 113億7,864万2千円 8億1,427万円

121億9,291万2千円 定例議会
報告

令和２年

３月
総
額

項　目 金　額
（千円）

割合
（%）

自主財源
1,714,660
23.4%

町税 879,542 12.0
使用料・手数料 46,460 0.6
財産収入 9,523 0.1
寄付金 100,025 1.4
繰入金 294,919 4.0
繰越金 329,663 4.5
諸収入 54,528 0.7

国・県から
交付される
財源

4,560,014
62.3%

地方譲与税 79,077 1.1
地方消費税交付金 184,509 2.5
その他交付金 33,764 0.5
地方交付税 3,065,343 41.9
分担金・負担金 31,786 0.4
国庫支出金 740,030 10.1
県支出金 425,505 5.8

地方債 町債 1,040,600 14.2
合　　　計 7,315,274 100.0

項　目 金　額 構成比
議会費 7,952万8千円 1.1％
総務費 10億6,117万円 14.5％
民生費 18億1,677万6千円 24.8％
衛生費 8億8,397万3千円 12.1％
農林水産業費 2億9,336万7千円 4.0％
商工費 1億2,980万5千円 1.8％
土木費 9億3,193万5千円 12.7％

項　目 金　額 構成比
消防費 2億6,230万2千円 3.6％
教育費 8億2,382万5千円 11.3％
災害復旧費 2,159万3千円 0.3％
公債費 9億9,100万円 13.5％
予備費 2,000万円 0.3％
合　　計 73億1,527万4千円 100％

■各会計当初予算の状況

■一般会計当初予算の歳入内訳

■主な事業

■一般会計当初予算の歳出

＊この表の用語は、次のように定義します。

　自主財源とは、町が自ら徴収又は収納できる財源

　国・県から交付される財源とは、国や県の意思により定められた額を交付される財源

　地方債とは、国の財政融資資金等から借り入れる財源

総務費

熊本県との人事交流負担金 691万円
路線バス運行維持補助金 3,783万円 県補助257万円

合乗りタクシー運行費 1,361万円
定住促進補助金（新築住宅建設補助等） 2,068万円
ふるさと応援寄付者への返礼品費 4,465万円
ふるさと応援寄附金の受付業務手数料 1,953万円
ふるさと応援寄附金基金積立金 3,000万円

民生費

学童保育事業委託料 2,036万円
子ども医療費助成 3,840万円
出生祝金 1,160万円
在宅要介護認定者介護手当 300万円
重度心身障害者医療費助成 2,520万円 県補助1/2

障害者総合支援介護等給付費 2億8,303万円 国・県補助3/4

衛生費

住民健診委託料 2,510万円
せきすい斎苑改修事業負担金 2億14万円 過疎債借入　2億円

町外火葬者への助成 260万円
火葬業務委託料 499万円

農林水
産業費

中山間農業モデル地区支援事業 1,365万円 全額県補助金

中山間地域等直接支払交付金 6,141万円 57組織、国・県補助3/4

多面的機能支払交付金 1,695万円 17組織、国・県補助3/4

農業農村整備事業 1,101万円 暗渠排水工事、
県補助490万円

商工費 三加和温泉・ロマン館の施設改修（空調・ボイラーなど） 1,767万円

土木費

町道の維持費（落石防止、側溝等の整備、維持補修費） 1億3,300万円 緊急自然災害防止対策債の
活用

町道の新設改良（4路線の整備） 4億3,560万円 国庫補助2億1,000万円

橋梁定期点検（町内に架かる49橋） 3,073万円 国庫補助1,454万円

河川維持費（災害の発生防止のための改修、掘削など） 7,760万円 緊急自然災害防止対策債の
活用

町営住宅外壁屋根改修 3,014万円 国庫補助1,150万円

消防費 自主防災組織助成 720万円 5地区、上限200万円の
宝くじ収益金助成

教育費

スクールバス運行 4,505万円 国庫補助200万円

児童・生徒用パソコンリース 1,605万円 3人に1台

三加和公民館空調・音響の更新 909万円
田中城崖面調査 518万円
菊池川計り石等の発掘調査 880万円 全額国からの委託金

総合グラウンド整備 2億5,100万円 スポーツ振興くじ助成金・
合併特例債の活用

金栗四三顕彰事業（常設トイレ整備、イベント委託、窓
口業務など） 3,254万円 地方創生交付金、熊本地震復

興基金の1,525万円を活用

災害
復旧費 江田船山・塚坊主古墳のレーザー測量 769万円 国庫補助570万円

その他 一般職133名と臨時・非常勤制度の廃止に伴う「会計年度任用職員」制度の施行により63名が
採用され、職員数は196名となった。

地方債
1,040,600千円

14.2％

国・県から
交付される財源
4,560,014千円

62.3%

自主財源
1,714,660千円

23.4%

一般会計の予算
73億1,527万4千円
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主な特別事業会計の財源内訳と主な事業
■国民健康保険事業会計の財源内訳

項　目 金額（千円） 割　合
国民健康保険税 265,593 19.2%
使用料・手数料 100 0.0%
繰越金 1 0.0%
諸収入 704 0.1%
国庫支出金 1,293 0.1%
県支出金 1,003,372 72.5%
一般会計繰入金 112,689 8.1%

合　　計 1,383,752 100%
○主な事業			 
　被保険者の医療費給付費（9億6,630万円）、国保連合
会への納付金（3億4,008万円）、特定健診費（2,157万
円）など

■特別養護老人ホーム事業会計の財源内訳
項　目 金額（千円） 割　合

サービス収入 447,961 90.2%
分担金・負担金 1,940 0.4%
使用料・手数料 905 0.2%
財産収入 182 0.0%
繰越金 1 0.0%
諸収入 475 0.1%
一般会計繰入金 45,312 9.1%
寄付金 1 0.0%

合　　計 496,777 100%

○主な事業			 
　人件費（3億5,938万円）、給食費（6,600万円）、施設の
管理・保守（1,742万円）、光熱水費（1,610万円）など

■簡易水道事業会計の財源内訳
項　目 金額（千円） 割　合

分担金・負担金 241 0.3%
使用料・手数料 24,254 32.3%
繰越金 1 0.0%
諸収入 3 0.0%
一般会計繰入金 43,579 58.0%
町債 7,100 9.4%

合　　計 75,178 100%

○12集落671戸が加入

■特定地域生活排水処理事業会計の財源内訳
項　目 金額（千円） 割　合

分担金・負担金 4,342 4.0%
使用料・手数料 34,916 31.8%
繰越金 1 0.0%
諸収入 1 0.0%
国支出金 8,947 8.2%
県支出金 1,962 1.8%
一般会計繰入金 34,263 31.3%
町債 25,200 23.0%

合　　計 109,632 100%

○処理件数659基

■介護保険事業会計の財源内訳
項　目 金額（千円） 割　合

保険料 236,315 16.0%
使用料・手数料 1 0.0%
財産収入 32 0.0%
繰越金 17,484 1.2%
諸収入 3,723 0.3%
支払基金交付金 383,915 26.0%
国庫支出金 386,093 26.1%
県支出金 210,284 14.2%
一般会計繰入金 240,571 16.3%

合　　計 1,478,418 100%
○主な事業			 
　介護給付費（13億7,364万円）、地域支援事業費（6,089
万円）など

■住宅用地造成事業会計の財源内訳
項　目 金額（千円） 割　合

財産収入 82,276 49.4%
一般会計繰入金 84,232 50.6%

合　　計 166,508 100%

○主な事業			 
　宅地造成のための設計料（772万円）や造成工事（1億
5,681万円）など

■後期高齢者医療事業会計の財源内訳
項　目 金額（千円） 割　合

保険料 107,091 59.7%
使用料・手数料 10 0.0%
繰越金 392 0.2%
諸収入 10,459 5.8%
一般会計繰入金 61,306 34.2%

合　　計 179,258 100%
○主な事業			 
　後期高齢者医療広域連合への納付金（1億5,907万円）
や健診費（1,039万円）など

■下水道事業会計の財源内訳
項　目 金額（千円） 割　合

分担金・負担金 451 0.6%
使用料・手数料 26,482 35.0%
繰越金 1 0.0%
諸収入 1 0.0%
一般会計繰入金 44,121 58.3%
町債 4,600 6.1%

合　　計 75,656 100%

○処理件数454件

■病院事業会計の財源内訳
項　目 金額（千円） 割　合

医業収益 733,753 80.4%
医業外収益 115,676 12.7%
健管センター収益 25,689 2.8%
居宅介護事業収益 18,924 2.1%
訪問介護事業収益 18,207 2.0%
特別利益 2 0.0%

合　　計 912,251 100%

＊収益のうち、国からの交付金197,412千円
○主な事業			 
　人件費（6億138万円）、薬品・診療材料費等（6,042万
円）、施設の維持管理・修繕費（708万円）、減価償却費
（6,100万円）など。

○簡易水道・下水道・特定排水の3事業会計の主な事業
　各事業会計共に、施設の管理、工事費などにあてられます。令和5年度の公営企業会計への移行準備作業を進めています。

予 算 審 査 ・ 各 常 任 委 員 会 報 告
　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
所
管
課
の
令
和
２
年
度
歳
入
歳

出
予
算
を
、
委
員
６
名
で
、
其
々
の
予
算
書
及
び
事
業
説
明

書
を
下
に
予
算
審
査
を
実
施
。
令
和
２
年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
総
額
は
、
73
億
１
，
５
２
７
万
４
千
円（
対
前
年
度
比
６

億
３
６
万
６
千
円
増
、
8.9
％
増
）で
あ
り
、
歳
入
は
、
自
主
財

源
の
基
礎
で
あ
る
、
町
税
８
億
７
，
９
５
４
万
２
千
円（
対
前

年
度
比
６
万
６
千
円
微
減
の
前
年
並
み
）と
分
担
金
・
負
担
金
、

使
用
料
・
手
数
料
、
繰
入
金
、
繰
越
金
の
計
17
億
４
，
６
４
４

万
６
千
円（
対
前
年
度
比
１
億
６
，
３
４
６
万
３
千
円
増
）。

主
な
原
因
は
繰
入
金
４
，
３
４
６
万
８
千
円
、
繰
越
金
１
，
７

６
６
万
円
増
額
で
あ
る
が
、
自
主
財
源
の
伸
び
を
素
直
に
喜

べ
ず
、
昨
年
同
様
、
財
政
調
整
基
金
１
億
円
と
減
債
基
金
１

億
５
，
０
０
０
万
円
、
更
に
本
年
度
は
、
公
共
施
設
整
備
基
金

３
，
５
０
０
万
円
繰
入
、
町
債
は
、
10
億
４
，
０
６
０
万
円
の

対
前
年
度
比
３
億
４
，
７
５
０
万
円
増
、
内
訳
は
、
過
疎
債
５

億
２
，
６
９
０
万
円
、
道
路
整
備
や
せ
き
す
い
斎
苑
改
修
等

ハ
ー
ド
事
業
分
４
億
３
，
９
５
０
万
円
、
子
ど
も
医
療
費
助

成
や
土
木
費
助
成
等
ソ
フ
ト
事
業
分
８
，
７
４
０
万
円
、
合

併
特
例
債
は
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
事
業
等
１
億
９
，
７
１

０
万
円
、
臨
時
財
政
対
策
債
１
億
４
，
０
０
０
万
円
、
防
災
関

連
の
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
、
緊
急
自
然
災
害
防
止
事
業

債
、
防
災
・
減
災
・
国
土
強
靭
化
緊
急
対
策
事
業
債
の
計
１
億

７
，
６
６
０
万
円
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
地
方
債
は
、
基
本
的
に

令
和
２
年
度
ま
で
の
時
限
付
き
措
置
で
、
緊
急
防
災
・
減
災

事
業
債
及
び
緊
急
自
然
災
害
防
止
事
業
債
は
借
入
額
の
７
割
、

防
災
・
減
災
・
国
土
強
靭
化
緊
急
対
策
事
業
債
は
５
割
の
交

付
税
措
置
が
あ
り
、
必
要
な
災
害
対
策
事
業
を
令
和
２
年
度

に
集
中
的
に
実
施
し
た
い
旨
の
、
説
明
を
受
け
た
処
で
あ
る
。

　

ま
た
、
歳
出
は
、
前
年
度
と
大
き
な
違
い
は
な
い
が
、
令
和

２
年
度
よ
り
、
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
改
正
に

伴
い
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
非
正
規

職
員
の
任
用
要
件
が
厳
格
化
さ
れ
、
人
件
費
の
取
り
扱
い
が

大
き
く
変
わ
り
、
従
来
の
一
般
職
の
臨
時
・
非
常
勤
職
員
へ
の
、

期
末
手
当
１
，
１
９
１
万
円
そ
の
他
共
済
費
の
支
払
い
が
必

要
。
ま
た
、
業
務
用
情
報
端
末
、
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
機

器
リ
ー
ス
料
等
総
額
１
，
５
６
０
万
円
増
の
、
総
額
１
億
３

４
万
６
千
円
を
計
上
。
有
明
行
政
事
務
組
合
の
一
部
事
務
組

合
負
担
金
が
１
億
９
，
２
５
１
万
５
千
円（
対
前
年
度
比
８

４
８
万
７
千
円
増
）、
防
災
の
意
識
高
揚
に
繋
げ
る
、
自
主
防

災
組
織
活
性
化
補
助
金
５
地
区
分（
下
久
井
原
、
平
野
、
下
津

原
西
、
中
岩
、
下
津
原
中
）７
２
０
万
円
計
上
、
せ
き
す
い
斎

苑
大
規
模
改
修
事
業
に
伴
う
、
事
業
負
担
金
２
億
３
１
８
万

３
千
円
計
上
、
路
線
バ
ス
維
持
、
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
は
歳

入
３
０
７
万
１
千
円
で
、
歳
出
５
，
２
５
８
万
９
千
円
と
４
，

９
５
１
万
８
千
円
の
支
出
超
過
に
な
っ
て
お
り
、
此
の
事
に

関
し
て
は
、
玉
名
・
山
鹿
と
の
定
住
自
立
圏
構
想
協
定
の
有

効
活
用
を
図
り
、
新
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
目
指
し
、

協
議
を
重
ね
る
よ
う
促
し
た
処
で
あ
る
。

　

つ
ぎ
に
、
菊
水
地
域
の
４
小
学
校
が
統
合
さ
れ
、
菊
水
小

学
校
が
ス
タ
ー
ト
し
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
学
に
伴
い
、
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
形
式
で
業
者
選
定
を
実
施
、
行
政
の
大
き
な
１
つ

の
使
命
と
言
え
る
、
町
内
企
業
、
地
場
産
業
の
育
成
が
あ
げ

ら
れ
る
が
、
金
額
は
余
り
差
が
な
か
っ
た
が
、
町
外
業
者
に

決
定
し
た
と
の
事
で
、
何
故
そ
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
の

か
残
念
で
あ
る
。
次
に
３
課（
住
民
課
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
、

建
設
課
）が
取
り
扱
う
水
道
利
用
料
に
開
き
が
あ
り
、
町
の

運
営
上
公
正
・
公
平
、
平
等
性
に
欠
け
て
お
り
、
数
年
前
よ
り

改
善
の
取
り
組
み
を
促
し
て
い
た
が
、
未
だ
改
善
が
見
ら
れ

ず
当
該
所
管
課
に
総
務
課
を
交
え
た
処
で
協
議
を
な
し
、
改

善
に
努
め
る
様
今
回
も
厳
重
な
る
注
意
喚
起
を
促
し
た
処

で
あ
る
。

　

つ
ぎ
に
、
基
金
の
運
用
に
つ
い
て
、
監
査
委
員
の
勧
告
は

真
摯
に
取
り
組
む
よ
う
促
し
た
。

　

公
債
費
は
、
元
金
・
利
子
の
合
計
で
、９
億
９
，１
０
０
万
円
、

対
前
年
度
比
２
，
０
０
０
万
円
減
と
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、

こ
れ
ま
で
の
学
校
統
合
事
業
、
学
童
施
設
や
菊
水
共
同
調
理

場
の
建
設
を
始
め
、
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
事
業
や
災
害
対

策
事
業
等
の
大
規
模
な
公
共
事
業
に
よ
っ
て
、
公
債
費
の
増

加
が
懸
念
さ
れ
、
今
後
は
、
起
債
に
よ
る
各
種
事
業
の
縮
減

に
努
め
、
財
政
の
健
全
化
に
取
り
組
む
意
識
確
認
と
、
所
管

課
の
事
業
計
画
と
予
算
計
上
が
適
切
に
な
さ
れ
て
い
た
と

意
見
の
集
約
を
見
た
こ
と
を
報
告
し
、
総
務
文
教
常
任
委
員

会
に
於
け
る
令
和
２
年
度
当
初
予
算
審
査
報
告
と
す
る
。

　

尚
、
本
定
例
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
議
会
で

あ
っ
た
事
と
、
最
後
に
緊
縮
財
政
の
中
、
予
算
編
成
に
於
い

て
大
変
ご
苦
労
が
あ
っ
た
も
の
と
推
し
図
り
、
予
算
編
成
に

携
わ
っ
た
課
長
他
職
員
の
方
々
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
た
い
と

想
う
。

委
員
長
　
池
　
田
　
龍
　
之
　
介

総
務
・
文
教
常
任
委
員
会
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和
水
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び
そ
の
周
辺
整

備
事
業
検
討
特
別
委
員
会
の
会
議
は
こ
れ
ま
で

７
回
を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
の
説
明
や

現
場
確
認
、
補
助
金
、
交
付
金
等
の
情
報
収
集
を

実
施
し
、
本
事
業
の
問
題
点
や
改
善
点
に
つ
い

て
議
論
を
交
わ
し
意
見
の
集
約
を
図
っ
た
。

　

執
行
部
は
当
初
工
事
設
計
２
億
６
２
６
９
万

７
０
４
０
円
の
計
画（
第
１
、
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド

モ
ス
ト
ク
レ
イ
補
装
、
第
３
グ
ラ
ウ
ン
ド
不
陸

整
正
）の
計
画
、
に
近
年
の
建
設
業
の
物
価
状
況

を
加
え
事
業
費
と
し
て
約
２
億
８
千
万
の
計
画

を
示
し
た
。
本
特
別
委
員
会
は
今
後
の
町
の
財

政
状
況
を
踏
ま
え
事
業
費
の
削
減
を
提
案
し
た
。

そ
の
後
、
執
行
部
よ
り
平
成
30
年
12
月
５
日
の

全
員
協
議
会
に
お
い
て
工
事
設
計
２
億
４
千
万

の
事
務
局
試
算
削
減
案
の
説
明
が
あ
り
、（
内
容

に
つ
い
て
は
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
表
面
仕
上
げ

を
ク
レ
イ
補
装
で
は
な
く
不
陸
整
正
へ
変
更
と

す
る
案
で
あ
り
ま
す
）更
に
特
別
委
員
会
で
は

ス
ポ
ー
ツ
補
助
金
や
企
業
助
成
金
の
活
用
を
提

案
し
た
。

　

令
和
元
年
12
月
５
日
に
は
議
員
４
名
で
県
庁

に
足
を
運
び
、
熊
本
県
土
木
部
都
市
計
画
課
の

２
名
の
県
職
員
の
方
か
ら
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
の
制
度
に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
し
た
。

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
に
は
特
定
地
区
公

園
事
業
と
い
う
事
業
が
あ
り
、
こ
の
事
業
は
５

年
か
け
て
整
備
を
進
め
て
い
く
事
業
で
、
補
助

率
に
つ
い
て
は
２
分
の
１
。
し
か
し
内
示
率
が

低
い
と
い
う
こ
と
。
事
業
要
件
と
し
て
①
行
政

区
域
に
都
市
計
画
区
域
の
指
定
が
な
く
、
か
つ

将
来
に
お
い
て
も
指
定
が
予
測
さ
れ
な
い
こ
と
、

②
定
住
圏
又
は
地
方
生
活
圏
の
中
心
都
市
か
ら

お
お
む
ね
10
㎞
以
上
離
れ
て
い
る
こ
と
。
③
人

口
規
模
が
５
，
０
０
０
人
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た

だ
し
、
人
口
１
０
，
０
０
０
人
未
満
の
村
に
設
置

さ
れ
る
公
園
に
あ
っ
て
は
２
以
上
の
町
村
利
用

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
。
④
定
住
圏
又
は
地
方
生

活
圏
の
中
心
都
市
に
お
け
る
都
市
公
園
の
整
備

が
全
国
の
整
備
基
準
に
達
し
て
い
な
い
こ
と
。

面
積
要
件
は
標
準
規
模
が
４
ha
で
あ
る
こ
と
。

等
の
要
件
が
あ
り
、
こ
の
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
は
方
法
論
の
一
つ
と
し
て
検
討
材
料
と

な
っ
た
。

　

令
和
元
年
12
月
19
日
第
６
回
会
議
に
お
い
て
、

和
水
町
体
育
協
会
会
長
と
副
会
長
、
そ
し
て
和

水
町
陸
上
競
技
協
会
会
長
を
参
考
人
と
し
て
意

見
の
聞
き
取
り
を
実
施
し
た
。
大
会
や
競
技
会
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
の
利
用
に
つ
い
て
そ
し
て
、

環
境
や
設
備
に
つ
い
て
等
様
々
な
ご
意
見
を
い

た
だ
い
た
。

　

そ
の
後
、
本
特
別
委
員
会
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興

く
じ
助
成
金
と
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
活

用
に
つ
い
て
の
検
討
会
議
を
実
施
し
た
。
ス
ポ

ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金
に
お
い
て
は
令
和
２
年

で
の
申
請
、
交
付
決
定
が
間
に
合
い
早
急
な
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
着
工
が
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
実

施
設
計
書
も
作
成
済
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
申

請
条
件
を
み
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
特
別

委
員
会
で
意
見
の
集
約
を
図
り
令
和
２
年
の
審

査
、
交
付
決
定
に
間
に
合
う
よ
う
補
助
金
申
請

の
提
案
を
し
た
。
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

の
「
特
定
地
区
公
園
事
業
」
に
お
い
て
は
、
平
成

29
年
３
月
17
日
定
例
議
会
に
お
い
て
測
量
設
計

委
託
料
の
承
認
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
現

状
復
旧
の
内
容
と
は
目
的
が
変
更
と
な
る
こ
と
、

そ
し
て
縛
り
が
強
く
将
来
の
活
用
が
で
き
な
い

こ
と
。
又
、
施
設
の
管
理
費
が
莫
大
に
な
る
等
の

意
見
に
よ
り
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
「
特

定
地
区
公
園
事
業
」
の
活
用
は
難
し
い
と
意
見

の
一
致
を
し
た
。

　

令
和
２
年
３
月
３
日
第
７
回
会
議
で
は
来
年

度
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金
に
つ
い
て
、

そ
し
て
、
そ
の
後
の
方
針
に
つ
い
て
会
議
を
実

施
し
た
。
今
後
、
施
設
の
迅
速
な
排
水
整
備
が
必

要
な
こ
と
や
利
用
者
の
不
便
さ
の
解
消
の
為
、

助
成
金
の
交
付
決
定
が
な
か
っ
た
場
合
に
お
い

て
も
事
業
を
早
急
に
実
行
す
る
必
要
性
が
あ
る

と
考
え
本
特
別
委
員
会
は
事
業
を
実
施
す
る
方

向
で
全
員
一
致
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
れ
は
委
員
会
と
し
て
の
要
望
で

は
あ
る
が
、
執
行
部
に
は
ど
う
い
っ
た
施
設
に

完
成
し
た
い
の
か
年
次
計
画
を
立
て
て
い
た
だ

き
た
い
。
本
特
別
委
員
会
は
今
後
も
事
業
の
進

捗
を
見
守
り
な
が
ら
、
和
水
町
町
民
の
為
に
で

き
る
限
り
の
最
小
の
予
算
で
最
大
限
の
費
用
対

効
果
を
生
む
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
建
設
に
な
る
よ

う
検
討
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
を
申
し
添
え
和

水
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び
そ
の
周
辺
整
備
事

業
検
討
特
別
委
員
会
の
委
員
長
報
告
と
す
る
。

委
員
長
　
荒
木
　
宏
太

和
水
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び

そ
の
周
辺
整
備
事
業
検
討
特
別
委
員
会

特
別
委
員
会
報
告

予 算 審 査 ・ 各 常 任 委 員 会 報 告
　

委
員
会
が
所
管
し
て
い
る
一
般
会
計
に
お
け
る
健
康
福

祉
課
、
農
業
委
員
会
、
農
林
振
興
課
、
商
工
観
光
課
、
建
設
課
、

特
別
会
計
の
介
護
保
険
事
業
会
計
、
老
人
ホ
ー
ム
事
業
会
計
、

和
水
町
病
院
事
業
会
計
、
簡
易
水
道
事
業
会
計
、
下
水
道
事

業
会
計
、
特
定
地
域
生
活
排
水
処
理
事
業
会
計
に
つ
い
て
令

和
２
年
度
当
初
予
算
審
査
を
行
っ
た
。

健
康
福
祉
課

　

福
祉
係
、
障
害
福
祉
係
、
子
ど
も
家
庭
係
、
保
健
予
防
係
、

地
域
包
括
支
援
係
、
介
護
保
険
係
、
神
尾
保
育
園
の
７
係
で

健
康
福
祉
に
関
す
る
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
健
康
福
祉
課
の

一
般
会
計
は
、
民
政
費
の
国
保
会
計
繰
出
金
・
特
別
会
計
繰

出
金
を
除
く
14
億
７
４
８
万
６
千
円
で
昨
年
と
比
較
し
て
、

１
億
４
千
３
８
４
万
２
千
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
る
。

　

特
別
会
計
で
あ
る
介
護
保
険
事
業
会
計
当
初
予
算
は
、
昨

年
度
よ
り
１
千
５
３
７
万
５
千
円
減
額
の
14
億
７
千
８
４

１
万
８
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

令
和
２
年
度
に
お
い
て
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
始
ま
る
第

８
期
高
齢
者
福
祉
計
画
、
介
護
保
険
事
業
計
画
並
び
に
介
護

保
険
料
を
見
直
す
重
要
な
１
年
と
な
る
。

老
人
ホ
ー
ム
事
業
会
計

　

歳
入
で
は
、
歳
入
合
計
４
億
９
千
６
７
７
万
７
千
円
と
な

っ
て
お
り
、
繰
越
金
・
繰
入
金
を
除
く
実
質
的
事
業
収
入
が

４
億
５
千
１
４
６
万
４
千
円
で
前
年
度
よ
り
短
期
入
所（
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）利
用
者
の
増
加
に
よ
り
２
１
８
万
９
千
円

の
増
収
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
施
設
介
護
及
び
短
期
入
所
の
一
般
管

理
費
が
前
年
度
よ
り
６
３
８
万
７
千
円
の
増
額
と
な
っ
て

お
り
、
主
な
要
因
は
人
件
費
で
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
社

会
保
険
料
事
業
主
負
担
金
の
増
加
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

和
水
町
病
院
事
業
会
計

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出
そ
れ
ぞ
れ
９
億
１
千
２
２
５
万

１
千
円
で
、
昨
年
度
よ
り
３
千
６
８
２
万
１
千
円
の
増
額
で

あ
る
。

　

令
和
２
年
度
で
は
、
病
棟
他
空
調
設
備
等
の
改
修
が
計
画

さ
れ
て
い
る
。

農
業
委
員
会

　

主
な
歳
入
は
、
農
業
委
員
会
補
助
金
、
機
構
集
積
事
業
補

助
金（
農
地
利
用
状
況
調
査
、
農
地
利
用
意
向
調
査
に
関
す

る
経
費
）、
農
業
者
年
金
事
務
委
託
事
業
収
入
で
あ
る
。

　

職
員
の
人
件
費
を
除
く
歳
出
総
額
は
、
２
千
５
５
７
万
１

千
円
で
あ
り
主
な
歳
出
は
、
農
業
委
員
11
名
と
推
進
員
17
名

の
委
員
報
酬
、
総
会
等
の
費
用
弁
償
、
研
修
旅
費
、
農
家
台
帳

シ
ス
テ
ム
保
守
管
理
料
、
農
家
台
帳
シ
ス
テ
ム
・
サ
ー
バ
ー

リ
ー
ス
料
、
各
協
議
会
等
の
負
担
金
で
あ
る
。

農
林
振
興
課

　

令
和
２
年
度
農
林
振
興
課
予
算
総
額
２
億
６
千
７
７
９

万
６
千
円
、
森
林
経
営
管
理
制
度
が
平
成
31
年
４
月
か
ら
施

行
さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
林
政
ア
ド
バ
イ
サ
ー
及
び
事

務
補
助
員
を
雇
用
し
、
森
林
所
有
者
へ
の
意
向
調
査
や
現
地

調
査
・
分
析
を
行
い
、
適
正
な
森
林
経
営
管
理
を
め
ざ
し
林

業
就
業
者
人
材
育
成
と
し
て
、
森
林
環
境
贈
与
税
を
活
用
し
、

労
働
安
全
衛
生
講
習
会
等
に
か
か
る
講
習
会
補
助
や
チ
ェ

ン
ソ
ー
及
び
刈
払
機
の
購
入
補
助
が
新
設
さ
れ
て
い
る
。

商
工
観
光
課

　

商
工
費
総
額
は
１
億
２
千
９
８
０
万
５
千
円
と
な
り
前

年
度
よ
り
８
千
６
９
６
万
２
千
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
る
。

主
な
要
因
と
し
て
、
金
栗
四
三
大
河
ド
ラ
マ
関
連
事
業
と
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
終
了
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
道
の
駅
菊
水
が
重
点
道
の
駅

に
選
定
さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
活
性
化
協
議
会
運
営
費

用
や
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
―
ジ
の
実
証
実
験
費
用
、
三
加
和
温

泉
等
不
動
産
鑑
定
料
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

建
設
課

　

建
設
課
の
令
和
２
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
総
額

は
９
億
３
千
１
９
３
万
５
千
円
と
な
る
。

　

新
た
な
事
業
と
し
て
、
災
害
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
目
的
に
、

１
億
６
千
５
０
０
万
円
の
緊
急
自
然
災
害
防
止
対
策
事
業

が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。

　

特
別
会
計
の
簡
易
水
道
事
業
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
総

額
は
、
７
千
５
１
７
万
８
千
円
で
あ
る
。

　

下
水
道
事
業
会
計
の
歳
入
歳
出
総
額
は
、
７
千
５
６
５
万

６
千
円
で
あ
る
。

　

特
定
排
水
処
理
事
業
会
計
の
歳
入
歳
出
総
額
は
、
１
億
９

６
３
万
２
千
円
と
な
る
。

　

以
上
３
つ
の
特
別
会
計
は
、
町
民
に
と
っ
て
安
心
で
安
全

な
環
境
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
企
業
会
計
制
度
設
計
に

向
け
経
営
の
健
全
化
に
努
め
る
事
を
願
い
委
員
会
報
告
と

す
る
。

委
員
長
　
坂
　
本
　
敏
　
彦

厚
生
・
建
設
・
経
済
常
任
委
員
会
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常 任 委 員 会 構 成

総務文教常任委員会
（６人）

厚生建設経済常任委員会
（６人）

議会運営委員会
（６人）

左から

	 森　　潤一郎

	 齊木　幸男
委 員 長	 池田　龍之介
副委員長	 秋丸　要一

	 髙木　洋一郎

	 白木　淳

左から

	 松村　慶次

	 庄山　忠文
委 員 長	 坂本　敏彦
副委員長	 竹下　周三

	 荒木　宏太

	 蒲池　恭一

左から

	 坂本　敏彦

	 池田　龍之介
委 員 長	 髙木　洋一郎
副委員長	 竹下　周三

	 秋丸　要一

	 荒木　宏太

全
英
オ
ー
プ
ン
２
０
２
０
優
勝
！

目
指
す
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

福

島

由

紀

選 

手

廣

田

彩

花

選 

手

　

和
水
町
を
代
表
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
、
和
水
町

竃
門
出
身
、
廣
田
彩
花
選
手
、
幼
い
頃
か
ら
家

族
の
影
響
で
シ
ャ
ト
ル
を
追
い
か
け
現
在
、
八

代
市
出
身
の
福
島
由
紀
選
手
と
ペ
ア
を
組
み
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
ダ
ブ
ル
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し

て
世
界
に
羽
ば
た
き
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
15
日
開
催
さ
れ
た
歴
史
と
権
威
が
あ
る

全
英
オ
ー
プ
ン
２
０
２
０
で
初
優
勝
を
飾
っ
た

こ
と
に
よ
り
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
に
、
ま

た
一
歩
近
づ
き
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ま
ん
延
に
よ
り

刻
々
と
情
勢
が
変
わ
る
中
、
来
年
７
月
に
延
期

に
な
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
す
が
、
現
在

の
心
境
を
廣
田
選
手
に
お
尋
ね
し
ま
し
た
。

祝

【
廣
田
彩
花
選
手
コ
メ
ン
ト
】

　

歴
史
あ
る
格
式
高
い
全
英
オ
ー
プ
ン
で
優
勝

出
来
て
凄
く
嬉
し
い
で
す
。

　

２
人
で
１
試
合
ず
つ
乗
り
越
え
た
結
果
、
初

優
勝
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
今
出
来
る

事
を
精
一
杯
や
っ
て
い
き
、
町
民
の
皆
様
を
始

め
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
皆
様
に
ま
た
、

い
い
報
告
が
で
き
る
様
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

と
今
の
心
境
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
廣
田
彩
花

選
手
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

（
坂
本　

敏
彦
）

菊水中学校外壁に掲示されている横断幕


